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B 95 ブラジュ勝機此浄iこおける沈玲効辛と.ブラシ刈＆度 と,の関連

県立業嫁丈防大　o 多田千代　 山梨犬載 育 矢崎 浄仔･

被　服　139

目eり 畢着 卵 ，すて･'i:･，辱地の鳶崎･における樟祗 的効果の解明乞最終の目的 として,

ブラミノユー摩撫沈浄の加 除 珊 廳 を進め てきたヵ’，本報もその一息のも のr ある．予備牝浄

において，ブ ラシ* 速度 と.北浄動率の関係は，ﾒ，カr.^^ 実需沈孝t ＼手正の旭聞 ，毛テりレ

装置による斑:浄.' は犀関係 という郎屎を得 こ．これ^i ，ﾘﾌ でプラジュを動がヽすと，そ</)

遠 さにぶって，ヘアを押 しつけるぺ力 に薦 異が生 ず,泰に.めであろう乙麿定されrこ．ネ楓の

回的 は，この雅之 の妥当社 を糠討しぷう とするものて’あ る．
方法 予備爽験においてli, 体13 珊定用100  k≪f の托。Plate  色借用しTこヵ゙ ，本義蔵 では．

その容量・喬度が゙本喪』兪に適合 し, 炉つ，実験中に用いる北剤戒ヵ’曹気系批 に歳入し７ い

構遠 のS 方向force. Plate を特制約 乍し，これに増幡多3 台と記録計 を取りつIt. 作巣台高

り 楕゙欧 遊の右肘頭怠下 旧ciにV% ぶう水平 に置いrこ．裡 沸ii ぢ^ ，ブラシＪ･1ぶ前回ま

で副^-が しT乙鳥も ｜雌 を，摩雄 面ﾋﾝ してばヘア面t そc^*t
＼i･曰冷禰化価活,に,やじ'て作製し犯機械汚栄辱<?×3畑%  lﾜo貳 ，苑 剔にiJ :iぶ躬濾牝劉り.^

外濠度t' 呵い こ. グラジュ摩捕 命の方ﾗ去iぷ減漱･こ挙じて, 右手のみで,   3～&回練り延し ，

反紳 死冲 知辛.o を測足 しに．riお ブ ラシ^･の押 しっけﾒﾌ o.li, 價裁fiが` 予め療 養計の-t.

r 予備実蔵 し,   おふそ叙:2 ～3lcjf，ゐ,ロ～l.J;｝･の2 水準，摩尊 目3･7･ブラ^A 濾度ふ* ，で 予備 実蔵 し,   お ぷ そ(5火:2 ～3k祗Oj､:l ～|.J;￥ 剃2 水 準 ， 厚 畢I  05

前 回 同 様 ぶχ:.03 叫 ，ふ ，：0J5B 外 孫 度 の2 水 嘩 乙 し, 帑 狐 で 行゙of-.

-十　-十　　　　=づ　　　¶十　J/.J/　　　　　　j/　　●u^  m^ird 剔 元恥,率祐λ:ぶ^^A,t 鍼関係と へ少而。場昏,垂直ヵ･車軸
の畑 とヽふく一致しね. 報 置iの逢瀬ｷi* 奪嘸ヵ 乙ふく一致 し↑こ．

B 96　　 衣服 の膏 麦機構 の分 鳶 学的研 拓　 ― 必/I/ロ ーX ヽ- オレ イン蔽 系に7  ヽ ､' でー

梅 花矩｡大　O 岡 田仲 子　 大阪､市立 尺生活 科学　 藤4t あ 芙 子

六､限取t 大　la  "I 恚琳　 £ 蕎精 一

目 的　 着用 した衣服の黄 変iま、衣服 に吸JI した油脂 中の不紀和t§鵡政 がt 動酸 化する こ

訓こ閲 禄｡ ’あ るi,;t 芝ざ れ7  い2  *v 、詳細 ＼t明り ヽで･ない. 賃 変域 構ヽs  びいr- 坪 細 に解明

t  ゐt- め1乙. 繊維 一不犯和 脂肪酸^ の択 態 変化を 、フ ーソI- 変換 牟外分 鳶溥､（fl －lK

茲 ）^  I

お

砲 和脂肪厳^  してオレ イ ン破 幻

ム1  浸膚 レ
ヽ オレ イン酸 を暇

§ざ-e:tこ。こク
）も・ を各

種 の が ス蚕 囲気 すで･絞ま レ 、ま とし

Z  4000 ～2000 ≫i の願 戚X ヽヽの糸ﾀI- 吸収 スa' ワ り レ・ 禄 崎 変化 を挙慕 負弧中-･ヽ *1 良 した 。分 光

%l 事,  J）!ii /fl-t ?TS － /託 望F  T －1  R  迩 水ﾀﾄ 分 尤光泉絆 幻

銘 菜　I)    -eルD   ー ズフi  IﾚA  恥オレ イン蔽 べ`ンぜン洛 庚申1-  知-c  で游時f≪1 浸 漬レ てオ

レイン酸i 吸 鳥でr^rこ局な 、V(L篇し たオレ イン殿 ＼名̂ 易に昧婚 ずる ことか ら、オレイ ン酸

＼t^ ルa  －tヽこ化学的 匹舶か レにく い!C 思､われる。

2）JO.
 Iレa  ース:’フィ/I/A  

ヱ､の吸瀬 オレイ ン酸 のcAy 呻縮 振動数i* かくレ フト せ ず、OH

伸編根動数 はμ 釦ar^'から斧^O 。’りこレフト す る-  と*ヽら、オ レ イン蔽はセルロ ーヌごと弱 ＜水

豪 垢か レてぃ ろV のY.一恵ヽ あ れる。

3） オ レイン蘇 乞醵 着^  -tたセ､レ0  ー■;?:･フ ィ/レA  の糸 外吸 収 久へ？ワ い レは 、肇乗婁 澗気

？ り 吸兼峯 －気り 二放置レ ねもの 仁束tf･みら れる。


